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するとともに、次章以降の分析の土台となる視座をアンリ・ルフェーヴルの『空間の生産.] (Lefe bvre , 
H. 1974=2000) に依拠して整理する。


























































































































































































4 林泰義 (2005) が言う「目標イメージの開放」、「対話の水平なコミュニケーションから生まれる『まちづくりフィー
ルドjJ、「地域ガパナンス」、「協働の自治」から成る四層の処方筆を参考にした。













Allmendinger, Philip, 2002, Planning theoη， Palgrave. 
Harvey, D., 2005, S，ραces 01 neoliberalization: towards α theoηJ 01 uneven geogr~ρhical develoρment， 
Franz Steiner Verlag. (= 2007，本橋哲也訳『ネオリベラリズムとは何かJ 青土社. ) 
原広司， 1975, r文化としての空間-空間概念論のためのノート・均質空間論(上・下)J r思想』岩波
書店. 614: 1-20, 615: 23-38. (再録: [1987J 2007, r空間<機能から様相へ>j 岩波書店. ) 




『日本建築学会計画系論文集j 524: 327-32. 
Lefebvre, H., 1974, Lαρroduction de l' espace, Anthropos. (= 2000，斎藤日出治訳『空間の生産』青木
書店. ) 
Luhmann, N., 1995, Die Kunst der Gesellscha.斤~ Frankfurt: Suhrkamp Verlag. (= 2004，馬場靖雄訳『社
会の芸術』法政大学出版局. ) 
Soja, E. W., 1989, Postmodern Geographies, Verso. (= 2003，加藤政洋ほか訳『ポストモダン地理学』
青土社. ) 
一一， 1996, Thirdspace, Blackwell. (= 2005，加藤政洋訳『第三空間』青土社. ) 
Urry, ]., 2000, Sociology beyond Societies, Routledge. (= 2006，吉原直樹監訳『社会を越える社会学』
法政大学出版局. ) 
























本論文は、 1990年代以降、空間論的転回 (spatial turn) を中心的に担ってきたルフェーヴルの『空
間の生産』を導きの糸として、「脱場所化と再場所化」という斬新な概念を駆使して、現代日本の都市
空間の再編の論理とそこに内在する多様な「生きられた空間」の可能性を複数の事例分析を介して浮き
彫りにしたきわめて意欲的な作品である。そして都市空間論に新たな展開の契機をもたらすことに成功
している。よって本論文提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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